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渡辺　祝安ハイブリッド手術室が稼働しました

高齢化社会の到来した現在において、高齢者に対する外科治療の低侵襲化はあらゆる治療分野において試みられてお
ります。心臓大血管領域においても大動脈瘤に対するステントグラフト治療の開発は、その適応範囲を大きく変えました。
当院においても２００９年より大動脈瘤に対するステントグラフト治療を開始いたしましたが、２０１４年３月２７日念願であ
ったハイブリッド手術室が完成し、第一例目の腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術を施行いたしました。

ハイブリッド手術室とは、手術室と同等のクリーン度を保ち、室内に高性能の血管撮影装置が設置され、胸部・腹部大動
脈瘤に対するステントグラフト内挿術など詳細な画像をもとに手技をすすめる血管内治療を行う手術室です。当院のハイ
ブリッド手術室対応の血管造影Ｘ線診断装置は最新鋭のPhilips社製Allura Xper FD20で、血管造影検査に加え事前
に取り込んだCTの3D再構成画像とCアームによる回転撮影により得られるCTライクイメージを重ね合わせることにより
血管病変部が詳細に立体的に観察できるため、より正確な手術手技を可能にしています。

今後は開心術の困難な高齢者大動脈弁狭窄症に対するカテーテル治療である経皮的大動脈弁埋込術
(Transcatheter Aortic Valve Implantation:TAVI）、右小開胸での心臓弁手術（Minimal Invasive Cardiac 
Surgery:MICS）などの施行を目指しております。

今後とも当科での診療の適応のある患者さんが
いらっしゃいましたらお気軽にご相談頂けましたら
幸いです。

何卒よろしくお願いいたします。

ハイブリット手術室スタッフ

ハイブリット手術の様子

ハイブリッド手術室
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臨床研修センター長　甲谷　哲郎
（理事・循環器センター長）

臨床研修センターのご紹介

４月１日より、臨床研修センター長を拝命しました甲谷です。この場をお借りして、臨床研修センターをご紹介させていただきます。

以前は、医学部卒業後、研修医は大学医局（専門診療科）に入局し、大学病院で研修を受ける（ストレート研修）のが一般的でした。
卒業後、医局へ入らず直ぐに市中病院での研修（スーパーロート研修）を選ぶ研修医もいましたがやや少数派でした。
しかし、ストレート研修方式では、専門性に偏り過ぎて基本的な診療能力が身につかないとの批判が高まりました。そのため、平成１６
年に厚生労働省は、「将来専攻する診療科にかかわらず、基本的な診療能力を身につけること」を目的とした初期臨床研修制度を義務
化しました。すなわち、プライマリ・ケアへの幅広い診療能力向上のために、内科、外科、救急部門（麻酔科含む）、小児科、産婦人科、精
神科、地域保健・医療の７科を回るスーパーローテート研修が導入されました。研修病院を決めるための全国的なマッチングシステムも
開始され、また研修医のアルバイトは禁止されました。さらに、平成２２年から一部制度改正により、プログラムは弾力化され、選択すべ
き診療科の数を少なくすることも可能となり、プログラムの自由度が高くなっています。

当院は、病床数７９８床、外来患者数１７５０人/日、入院患者数５７３人/日（平成２５年）と豊富な症例数を背景にして、毎年、多くの初
期研修医を受けいれております。当院には、病院長の諮問機関として、レジデント教育委員会があり、研修プログラムの作成・管理・評価
など、研修医の統括的管理に当たっています。また、レジデント教育委員会の下部組織として若手指導医を中心としたレジデント教育委
員会プロジェクトチーム会議を設置し、研修プログラム実施上の具体的な問題点を検討しています。このメンバーには、研修医代表も含
まれており、研修医の希望や意向を反映させています。
さらに、研修医に、より密着してサポートする組織が必要というプロジェクトチーム会議での議論をもとに、今回、臨床研修センターの

設立となりました。センターの構成は、センター長：甲谷哲郎（循環器内科；プロジェクトチーム会議委員長兼任）、医長：佐藤朝之（救命救
急センター）、医師：芦原順也（糖尿病内分泌内科）の３名です（写真）。臨床研修センターは、研修環境整備から健康管理にまで心配り
して、研修医（初期研修医・後期研修医）が心おきなく研修に打ち込むことが出来るようにすることが大きな使命と考えています。具体的
な業務としては、プロジェクトチーム会議と共同して、研修環境の整備、マッチング関連業務(研修医募集、選考など)、研修プログラムの
開発と管理、研修医セミナー・勉強会の開催・管理、医学生の病院見学の調整管理、指導医講習会に関する業務などを行います。

臨床研修センターによる診療（時間外外来診療、外来・病棟の救急に対応する診療：院内１１９番）が６月２日より開始されています。
当院の高いレベルの専門診療科ローテーション研修に加えて、今回開始された臨床研修センター診療によりプライマリ・ケアに対する
診療能力がより一層磨かれることが期待されます。

以上、臨床研修センターについてご紹介いたしました。「研修医は病院全体で育てる」という当院の理念・伝統をより強固に構築する
ように努力したいと思います。どうぞ、ご指導ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

臨床研修センターのメンバー

臨床研修制度とは

当院における臨床研修管理体制

臨床研修センターによる診療活動の開始

終わりに


